
言
語
学
者
有
坂
秀
世
の
生
涯

時
間
関
ほ
ど
で
生
謹
を
語
る
こ
と
は
む
つ
か
し
い
。

侶
称
盟
語
学
会
辻
、
昭
和
田
年
9
月
に
『
国
語
学
大
辞
典
』
（
東
京
堂
出

版
）
を
刊
行
。
こ
の
ほ
ど
、
そ
の
後
身
た
る
日
本
語
学
会
が
『
日
本
語
学
大

辞
典
』
（
東
京
堂
出
版
）
を
計
画
。
「
有
坂
秀
世
」
項
間
口
（

一O
O学）

を
依
頼
さ
れ
、
原
稿
を
執
筆
、
提
出
し
た
。

、
二

O
O字
の
中
に
業
績
を
含
め
た
生
涯
を
描
か
ね
ば
な
ら
ぬ
。
そ
れ

安
も
と
に
し
て
、
ど
の
よ
う
に
話
す
か
を
考
え
た
。

倒
的
会
案
内
で
は
、
「
有
坂
秀
世
博
士
に
つ
い
て
ど
の
よ
う
な
き
っ
か
け
で

興
味
を
持
た
れ
」
た
の
か
、
一
言
及
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
に
な
っ
て
い

る。
具
体
的
な
き
か
っ
け
は
、

ン
シ
ュ
エ
』
第
五
号
（
田
川
学
社
、
平
成
五

月
）
の
「
有
坂
秀
世
簿
土
の
こ
と
」
に
記
し
て
あ
る
。
昭
和
回
年
の
中

慶

谷

信

国
語
学
会
第
お
聞
大
会
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
「
中
国
語
音
韻
史
研
究
の
現
状
と

問
題
点
」
で
「
前
史
i
石
塚
龍
麿
か
ら
有
坂
秀
世
ま
で

i
」
と
い
う
報
告
を

お
こ
な
っ
た
。
こ
の
と
き
、

の
成
番
年
代
が
問
題
と
な
っ

-1-

た
。
成
警
年
代
と
し
て
は
、

一
誌
、
河
野
六
郎
説
が
あ
っ
た
け
れ
ど
も
、

の
さ
い
、
詳
し
い
関
病
の
軌
跡
を
追
い
求
め
る
必
要
を
感
じ
た
か
ら
で
あ
る
。

（
一
九

O
九
）
九
月
五
日
、
認
識
、

の
五
男
と
し
て
、
広
島
県
呉
市
大
字
荘
山
出
村
字
一
一

有
坂
秀
世
は
、
明
治
四
十

丁
目
七
十
一
一

番
地
に
生
ま
れ
た
。
こ
の
番
地
は
、
有
坂
氏
自
身
も
知
ら
な
か
っ
た
可
能
性

に
み
え
る
父
、
錦
織
の
現
住
所
、
ま
た
寸
水

が
あ
る
が
、

交
社
々

に
み
え
る
現
住
所
に
よ
っ
て
捻
概
し
た
。

呉
は
、
明
治
二
十
二
年
七
月
一
日
、
四
日
一
円
鎮
守
府
が
間
関
庁
さ
れ
て
よ
り
、
間
率

港
と
し
て
ネ
く
か
ら
敗
風
の
町
づ
く
り
を
企
開
削
し
た
。
特
に
そ
の
中
心
地
に



対
し
て
、
何
番
町
、
何
了
図
、
侍
番
地
と
い
う
整
然
と
し
た
住
居
表
示
を
採

尽
し
た
。

有
坂
氏
の
戸
籍
抄
本
（
大
正
大
学
蔵
）
に
「
鹿
島
鯨
呉
市
番
地
不
詳

と
舎
か
れ
て
い
る
の
は
、
あ
る
い
は
箪
滋
で
あ
る

れ
て
い
る
の
か
も
し
れ
な
い
。

注

mw

控
会

秀
世
出
生
時
、
父
銘
離
は
、
海
軍
造
兵
中
監
〈
海
家
中
佐
朝
当
の
技
術
科

士
宮
）
と
し
て
呉
海
軍
工
廠
造
兵
部
長
心
得
の
職
に
あ
り
、

工
科
大
学
教
授
を
兼
任
し
、
造
兵
学
第
一
一
講
座
を
分
担
し
て
い
た
。
こ
れ
よ

とり
き先

向明
ヶ？合
間十
貝七
塚年
で τ＝
弥喜
生
式
土
器
を
発
見

暁,}.L、
t口

（
十
六
歳
）
の

日
、
東
京
大
学
予
備
門

一
年
七
月
、
常
国

大
学
工
科
大
学
造
兵
学
科
を
卒
業
し
て
、
直
ち
に
仏
関
留
学
一

帰
国
し

て
明
治
二
十
六
年
十
二
月
、
海
軍
小
技
士
（
少
尉
相
当
宮
）
に
託
じ
ら
れ
た
。

明
治
二
十
九
年
二
月
五
日
、
呉
仮
設
兵
器
製
造
所
製
造
主
幹
に
補
せ
ら
れ
た
。

間
一
一
一
十
年
五
月
二
十
五
日
、
呉
第

号
十
ニ
サ
ン
チ
砲
を
作
る
。
夜
筏
十
二

セ
ン
チ
の
小
さ
な
大
砲
で
あ
る
が
、
こ
れ
が
海
軍
毘
産
砲
の
犠
矢
で
あ
る
。

東
京
帝
国
大
学
工
科
大
学
教
授
を
兼
任
し
た
の
は
、
明
治
一

六
日
、
造
兵
大
技
士
（
大
尉
相
当
宮
）
の
と
き
、
三
十
四
歳
で
あ
っ
た
。
明

治
一
ニ
十
五
年
十

の
学
位
を
受
く
。

月

日

つ
い
で
ま
で
な
が
ら
、
銀
蔵
氏
が
工
科
大
学
教
授
を
兼
任
し
た
こ
ろ
、

の
や
に
ど
の
よ
う
な
動
き
が
あ
っ
た
か
を
み
て
み
よ
う
。

明
治
一

陸
軍
少

十
六
日

紋
勲
ニ
等
授
組
問
重
光
章

持
五
五
位
勲
四
等
有
阪
成
章

刻
苦
多
年
明
治
三
十

年
式
速
射
野
山
砲
ヲ
創
製
シ
陸
軍
ニ
縛
盆
ヲ
輿

フ
ル
コ
ト
砂
カ
ラ
ス
其
功
績
額
苓
ナ
リ
ト
ス
依
テ
勲
二
等
旭
日
薫
光
章

及
金
五
千
鶴
ヲ
授
ケ
賜
フ

（明治一

続

十
七
日

第
五

こ
の
「
明
治
一
一

年
式
速
射
野
山
砲
」
こ
そ
が
白
露
戦
争
で
用
い
ら
れ

泰
彦
氏
が
呉
市
で

た
、
世
に
有
名
な
「
ア
リ
サ
カ
抱
」
で
あ
っ
て
、
金
田

段
会

お
こ
な
っ
た
講
演
で
、
有
坂
秀
役
を
「
ア
リ
サ
カ
臨
」
の
創
始
者
の
五
男
と

時 2ゅ

し
て
い
る
の
は
誤
り
で
あ
る
。
海
同
事
で
は
大
抱
に
個
人
名
を
冠
す
る
習
慣
は

な
か
っ
た
。
海
軍
技
術
大
佐
、
間
少
将
級
に
対
す
る
問
い
あ
わ
せ
の
結
果
で

法
助
事

あ
る
。
た
だ
し
、
有
坂
舘
識
を
呉
に
呼
び
、
後
に
呉
海
軍
工
廠
長
と
な
っ
た

山
内
寓
誇
治
中
将
に
山
内
速
射
砲
が
あ
る
。

と
こ
ろ
で
、
帝
層
大
学
教
授
兼
任
は
、

一
般
に
ほ
ぼ
（
技
術
科
）
大
尉
棺

jヲ

当
官
の
こ
ろ
。
海
軍
に
適
当
な
人
が
い
な
い
ば
あ
い
は
、
陸
軍
の
人
関
が
担

山
消
し
た
。明

治
二
十
年
八
月
十
一
日
、
参
謀
本
部
陸
祭
第
一
局
課
員
兼
臨
箪
大

学
校
教
授
控
室
砲
兵
大
尉
天
野
富
太
郎
教
授
に
任
ぜ
ら
れ
、
造
兵
学
及



火
薬
学
授
業
を
担
任
す
。
南
東
京
帝
国
大
学
五
十
年
史
〈
上
関
）
b

pp. 

二
六
六

i
一
二
六
七
）

天
野
富
太
郎
教
授
の
発
令
辻
、

い
や
も
誌
も
な
か
っ
た
。
有
坂
錯
駿
氏
が
帝

館
大
学
工
科
大
学
長
古
市
公
威
氏
の
す
す
め
に
よ
り
、
新
設
学
科
の
造
兵
学

科
に
入
学
し
、
～
海
軍
技
術
学
生
と
な
る
こ
と
が
わ
か
っ
て
い
た
か
ら
で
あ
る
。

こ
の
天
野
富
太
郎
が
詔
藤
氏
の
指
導
教
授
で
あ
っ
た
。
テ
キ
ス
ト
は
フ
ラ
ン

ス
語
の
も
の
を
用
い
た
。

年
生
の
と
き
、
天
野
富
太
郎
は
大
販
の
盛
山
本
砲

兵
ヱ
織
の
検
査
官
に
転
じ
、
錯
藤
氏
、
も
大
販
に
移
り
、
砲
兵
工
駿
で
二
年
間

実
地
整
待
を
受
け
た
。家

は
、
明
治
四
十
四
年
一
月
、
東
京
に
移
る
。

注
愛

大
正
昭
年
四
月
八
日
、
学
習
院
初
等
学
科
に
入
学
。

さ
て
、
有
坂

金
田
一
京
助

の
想
い
出
」
（
『
国
語
学
』
第
十
給
料
、
昭
和
二
十

七
年
九
月
）
に
よ
れ
ば
、

認
審有
坂
愛
彦
さ
ん
は
、
秀
世
さ
ん
の
令
兄
で
あ
ら
れ
る
。

つ
い
て
幼
時
の

患
い
出
を
伺
う
と
、
秀
散
さ
ん
は
六
才
の
頃
か
ら
、
お
と
ぎ
話
を
創
作

し
て
半
紙
を
二
つ
折
に
し
た
も
の
へ
い
っ
ぱ
い

J

て
お
ら
れ
た
そ

う
で
あ
る
。
が
、
学
習
読
の
小
学

へ
上
っ
た
頃
に
は
、
な
に
か
、

ぼ
ん
や
り
と
し
て
い
て
、
授
業
の
ベ
ル
が
鳴
っ
て
も
、

ひ
と
り
花
爵
に

の
こ
っ
て
い
た
り
な
ど
し
て
、
先
生
が
そ
れ
を
探
し
に
教
場
か
ら
出
て

来
て
や
っ
と
見
つ
け
て
連
れ
て
一
反
ら
れ
た
こ
と
な
ど
も
あ
っ
た
と
一
言
う

こ
と
で
、
母
堂
が
、
先
生
か
ら
、
「
ど
う
も
秀
世
さ
ん
は
抵
能
見
で
は

な
い
で
し
ょ
う
が
、
少
し
ぼ
う
ツ
と
し
て
い
ま
す
」
と
注
意
さ
れ
た
も

がの
らだ
話っ
さた
れそ
時 ヲー

dもつL

g4 i 
）は

低
能
w. 
の
こ
請
を
特
に
高
笑
さ
れ
な

注
意
さ
れ
て
学
校
か
ら
も
ど
っ
て
き
た
母
は
、
家
族
の
前
で
笑
い
な
が

ら
報
告
し
た
。
深
刻
な
顔
を
し
て
、
自
必
ヱ
γ
に
註
意
し
た
り
は
し
な
か
っ

た
。
こ
の
子
の
性
格
は
よ
く
心
得
て
い
た
し
、
学
力
の
点
で
は
、
す
で

に
入
学
前
か
ら
お
と
ぎ
話
も
作
っ
て
い
た
の
で
あ
る
。
心
配
す
る
こ
と

は
、
全
く
な
か
っ
た
。
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回
一
氏
は
こ
の
こ
と
に
つ
い
て

多
分
、
一
年
生
の
持
は
、
も
う
一
一
一
年
生
ぐ
ら
い
に
、
読
め
も
し

書
け
も
し
て
、

み
ん
な
と
い
っ
し
ょ
に
先
生
が
教
え
て
下
さ
る
こ

と
は
、
あ
ん
ま
り
つ
ま
ら
な
く
っ
て
、
だ
ま
っ
て
い
っ
し
ょ
に
開

い
て
お
れ
な
か
っ
た
せ
い
で
あ
っ
た
か
と
思
わ
れ
る
。
（
向
上
、

＆） 

そ
う
い
う
こ
と
も
あ
っ
た
で
あ
ろ
う
が
、
運
動
神
経
が
に
ぶ
け
れ
ば
、
ウ
ス

ノ
ロ
に
み
ら
れ
る
こ
と
も
あ
る
。

初
等
学
科
一
年
級
南
級
の
学
級
主
管
は
三
宅
右
結
助
教
授
で
あ
っ
た
。

し、



ま
思
い
出
し
て
、
こ
の
一
一
一
宅
先
生
を
な
ん
と
か
さ
が
し
出
し
て
、

い
て
み
た
か
っ
た
と
患
う
。
当
時
で
も
相
当
な
年
輩
で
、
困
難
な
こ
と

ろ
う
と
は
考
え
て
い
た
が
、
私
が
手
抜
き
し
た
こ
と
の
一
つ
で
あ
る
。

低
能
児
云
々
の
こ
と
で
、
前
に
引
い
た
金
留
一
氏
の
文
家
に
、

一
併
が
つ
づ
く
。

そ
れ
が
四
年
に
な
ら
れ
、
た
ま
た
ま
議
父
の
有
坂
紹
蔵
博
士
が
、
保
護

は
じ
め
て
出
席
さ
れ
た
日
に
、
受
持
の
先
生
か
ら
、
「
秀
散
さ

ん
は
穫
に
中
学
二
年
の
実
力
が
あ
り
ま
す
よ
」
と
告
げ
ら
れ
て
、
喜
ん

で
お
戻
り
に
な
っ
た
と
い
う
。
（
＆
）

学
習
院
時
代
の
こ
と
で
、
も
う

つ
ふ
れ
て
お
き
た
い
こ
と
が
あ
る
。

三
兄
磐
雄
氏
が
東
京
府
立
一
中
在
学
中
の
と
き
の
こ
と
で
あ
る
。
攻
科
系

の
人
で
あ
っ
た
磐
雄
氏
は
、
歴
史
と
い
う
学
科
が
あ
ま
り
得
意
で
は
な
か
っ

た
ら
し
い
。
そ
こ
で
試
験
前
に
秀
没
氏
が
二
、
一
一
一
日
間
、
凡
・
4

笠
間
に
し
て
歴

史
の
特
訓
酬
を
お
こ
な
っ
た
。
藤
史
は
、

日
本
史
で
あ
っ
た
ら
し
い
。
書
物
、

ノ
ー
ト
を
使
わ
ず
に
、
全
時
代
を
口
述
し
た
。
こ
れ
は
、
磐
雄
氏
の
海
軍
兵

学
校
受
験
の
と
き
の
こ
と
で
あ
っ
た
と
も
、
府
立

中
の
学
期
末
テ
ス
ト
の

と
き
の
こ
と
で
あ
っ
た
と
も
い
う
。
磐
雄
氏
は
、
大
正
九
年
八
月
、
府
立

中
毘
年
修
了
で
兵
学
校
に
入
っ
た
。
海
兵
第
五
十
一
期
生
徒
で
あ
る
。
兵
学

校
受
験
の
と
き
と
す
れ
ば
、
秀
役
氏
は
学
習
院
初
等
学
科
六
年
生
に
な
っ
た

小
学
五
年
生
と
ほ
ぼ
同
じ
で
あ
る
。
府
立

中
の
期
末
試
験
の
と

ざ
と
す
れ
ば
、
五
年
生
以
下
に
な
る
。

つ
ま
る
と
こ
ろ
、
小
学
校
五
年
生
以

下
で
あ
る
と
い
っ
て
よ
い
。
今
日
に
置
き
換
え
て
み
れ
ば
〈
五
学
年
の
違
い

が
あ
る
か
ら
）
、
大
学
受
験
生
を
中
学
一
年
生
が
特
訓
し
た
こ
と
に
な
る
。

磐
雄
氏
と
て
並
の
人
で
は
な
い
。
弟
の
実
力
を
率
直
に
認
め
て
い
れ
ば
こ
そ
、

こ
の
才
気
燥
発
の
人
が
特
訓
に
従
っ
た
の
で
あ
る
。
得
意
科
目
で
は
あ
っ
た

ろ
う
が
、
有
坂
家
が
考
古
学
や
震
史
の
雰
囲
気
に
告
ま
れ
て
い
た
、
そ
の
家

庭
環
境
に
よ
る
こ
と
が
大
き
か
っ
た
の
で
あ
る
。

学
習
続
初
等
学
科
を
卒
業
し
て
、
大
正
十
年
四
月
、
東
京
府
立

中
に
入

っ
た
。
入
試
倍
率
は
八
・
闘
で
あ
っ
た
。
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府
忠
一
中
時
代
に
特
筆
す
べ
き
は
、
殺
し
い
友
人
が
あ
ら
わ
れ
た
こ
と
で

あ
る
。
名
古
屋
大
学
名
誉
教
授
で
あ
っ
た
故
重
松
露
泰
氏
で
あ
る
。
学
生
時

代
か
ら
、
私
は
重
松
氏
の
名
を
知
っ
て
い
た
。
教
職
科
問
問
と
し
て
教
脊
原
理
、

教
育
心
理
、
青
年
心
理
を
と
っ
た
が
、
そ
の
中
に
重
松
氏
の
名
は
な
か
っ
た
。

教
育
学
部
の
専
門
科
目
担
当
だ
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。

通
学
中
の
二
人
の
話
題
は
、
和
漢
の
古
典
に
み
え
る
聖
賢
の
教
え
と
音
声

学
で
あ
っ
た
。
有
坂
氏
は
、
発
音
の
こ
と
を
懇
切
に
く
り
か
え
し
説
明
し
た

が
、
い
つ
も
理
解
で
き
る
と
は
隈
ら
な
い
。
重
松
氏
は
根
負
け
し
て
、
わ
か

っ
た
顔
を
し
て
や
り
す
ご
す
こ
と
も
あ
っ
た
。



と
っ
た
。
金
罰

先
生
は
、
教
育
学
部
の
専
任
教
官
で
、
文
学
部
併
任
で
あ

私
は
学
生
の
と
き
、
金
田
一
泰
彦
先
生
の
国
語
科
教
科
教
育
法
の
単
位
を
第
三
九

O
号）。

高
に
入
学
し
、
有
坂
氏
と
多
少
と
も
交
渉
が
あ

っ
た
。
こ
の
こ
ろ
、
金
出
て
重
松
岡
氏
は
問
じ
学
郊
の
教
官
で
あ
り
、
問

じ
教
授
会
（
あ
る
い
は
教
窓
会
議
）
に
出
席
し
て
い
た
が
、
金
田
一
氏
は
叢

松
氏
が
有
坂
氏
の
親
友
で
あ
っ
た
こ
と
、
震
一
松
氏
は
金
田
一
氏
父
子
が
有
坂

氏
と
親
密
な
関
係
に
あ
る
こ
と
を
知
ら
な
か
っ
た
の
で
、
有
坂
氏
に
つ
い
て

話
し
た
こ
と
は
な
い
。
も
し
話
す
こ
と
が
あ
れ
ば
、
多
く
の
こ
と
が
明
ら
か

に
な
っ
て
い
た
で
あ
ろ
う
に
、
と
残
念
に
思
う
。

府
立
一
中
四
年
修
了
で
、
大
正
十
四
年
四
月
に
第
二
品
川
等
学
校
に
入
学
し

た
。
文
科
乙
類
（
ド
イ
ツ
語
を
第
一
外
盟
諸
問
と
す
る
者
）
一
一
一
十
五
名
中
の

一
番
で
あ
っ
た
（
大
正
十
四
年
四
月
十
四
日
の
『
官
報
』

…七九

O
口
す
）
。

文
科
甲
類
一
二

O
名
中
の
一
番
は
、
後
に
閉
じ
一
言
語
学
科
で
学
ぶ
こ
と
に
な

る
、
三
重
県
津
中
学
四
年
修
了
の
服
部
閉
郎
氏
で
あ
っ
た
。

一
京
助
氏

辻
、
「
服
部
君
は

潟
辻
一
番
で
は
い
っ
て
一
番
で
出
た
秀
才
と
い
う

こ
と
で
、
言
語
学
科
を
重
か
ら
し
め
た
存
在
で
あ
っ
た
。
」
（

の
想
い
出
」

np
幻）

バ
て
い
る
が
、
文
昭
卒
業
の
一
番
は
、
私
の
学
生

時
代
に

に
名
前
の
み
え
た
石
井
照
久
氏
（
東
京
府
立
一
中
卒
）

で
あ
る
。
文
乙
で
は
、
一
番
橋
本
丈
夫
（
後
に
ド
イ
ツ
文
学
専
攻
、
中
央
大

学
教
授
）

二
番
占
有
坂
秀
世
で
あ
っ
た
（
昭
和
三
年
四
月
十
九
日

な
お
、
大
正
十
四
年
に

っ
た
と
患
わ
れ
る
者
若
干
名
を
示
す
。
文
申
、
服
部
四
郎
、

（
東
京

府
立
一
中
間
修
）
、
松
尾
聴
（
東
京
府
立

、
石
井
照
久
（
東
京
府
立

一
中
卒
）
、
文
乙
に
下
殴
弘
（
東
京
高
部
附
属
中
田
修
）
、

中
間
修
、
昭
和
ニ
年
九
月
殺
）
、
文
丙
（
ブ
一
フ
ン
ス
語
を
第
一
外
毘
語
と
す

る
）
に
下
街
武
一
二
（
東
京
高
舗
指
属
中
卒
、
下
回
弘
の
兄
）
、
環
開
？
に
切
稼

自E

（
学
習
院
中
等
科
四
修
）
、
渡

中
間
修
）
、
山
崎
不
一

L
に
川
審
問
愛
郊
（
東
京
府
立

中
間
修
）
、

（
東
京
府
立
一
中

四
修
）
、
藤
田
良
雄
（
福
井
中
学
四
修
）

m
h
d
 

有
坂
氏
と
陪
じ
く
学
習
院
初
等
学
科
を
卒
業
し
た
山
崎
不
二
夫
氏
（
受
験

の
著
者
山
崎
貞
氏
二
男
）
は
、

『
拡
粉
々
英
文
解
釈
研
究
同

中
等
科
閤
年
修
了
で

高
纏
科
用
T
類
に
入
学
し
て
、

氏
と
向
援
に
な
っ
た
。
明
研
究
生
活
盟
十
年

i
畿
地
工
学
確
立
へ
の
道

i
』
（
山

の

崎
不
二
夫
先
生
の
古
稀
を
祝
う
会
、
昭
和
五
十
間
年
ニ
月
）

J

て
い
る

（
郎
M
g
N
μ
）。

潟
は
全
寮
制
箆
で
、
新
入
生
母
理
科
の
生
徒
も
文
科
の
生
徒
も
一

O

人
前
後
が
コ
ミ

い
り
、
一
年
間
一
絡
に
生
活
す
る
。
有
坂

秀
世
、
藤
剖
良
雄
の
一
向
認
は
こ
の

っ
た
c

有
坂
設
と
利
払
は
小



学
校
が

絡
で
、
彼
は
府
立

中
へ
、
私
は
学
習
院
中
等
科
へ
進
み
、

お
の
寮
で
く
し
く
も
田
川
護
に
な
っ
た
。
藤
田
君
は
福
井
中
学
の
出
身

r
m
っこ。

ふ
／
て
み
／

の
倒
閣
性
は
多
様
だ
っ
た
が
、
大
部
分
は
そ
れ
ぞ
れ
の

や
り
方
で
青
森
を
語
数
し
て
い
た
。
そ
の
中
で
、
有
坂
、

け
は
全
く
ち
が
っ
て
い
た
。
」
毎
口
μ
朝
は
必
ず
五
時
に
起
き
て
本
を
読
む
。

徐
容

授
業
が
す
む
と
す
ぐ
図
書
館
へ
行
き
、
夕
食
後
も
開
館
に
な
る
ま
で
勉

強
す
る
。
こ
の
よ
う
な
生
活
を
欄
笑
す
る
も
の
も
い
た
が
、
一
向
殺
の
こ

の
日
課
は
け
っ
し
て
変
ら
な
か
っ
た
。
今
に
し
て
思
え
ば
有
坂
設
は
一
一
一
段

語
学
の
研
究
を
、
藤
間
震
は
天
文
学
の
研
究
を
す
で
に
一
生
の
仕
事
と

思
い
定
め
て
い
た
に
ち
が
い
な
い
。

藤
田
良
雄
氏
は
後
に
東
大
理
学
部
教
授
と
な
り
、
昭
和
…

B
「
低
温
度
星
の
分
光
学
的
研
究
」
に
よ
っ
て
恩
賜
賞
を
授
け
ら
れ
て
い
る
。

昨
年
七
月
二
十
二
日
の
皆
既
B
蝕
な
小
笠
原
方
面
、
硫
黄
島
近
く
で
観
測
し

て
、
多
摩
市
の
百
歳
の
人
と
し
て
報
道
さ
れ
た
。
そ
も
そ
も
吋
有
坂
秀
没
研

究
i
人
と
学
関
l
』
は
、
「
あ
と
が
き
」
に
も
記
し
た
よ
う
に
、
有
坂
秀
世

生
誕
一
夜
一
年
記
念
、
藤
沼
良
雄
生
誕

s 

年
（
生
存
）
記
念
な
の
で
あ

る。
金
田
一
京
助
氏
の
「
有
坂
博
士
の
想
い
出
」
に
は
「
大
学
を
卒
業
し
て
、

大
学
院
に
入
っ
て
勉
強
さ
れ
て
い
る
う
ち
に
、

度
、
高
等
学
校
時
代
に
か

の
病
が
再
発
し
て
、
：
・
」
（
弘
前
）
と
あ
っ
て
、

一
高
の
と
き

っ
た
こ
と
を
記
し
て
い
る
が
、
そ
れ
が
何
年
の
と
き
の
こ
と
で

は
っ
き
り
し
な
か
っ
た
。

一
一
の
こ
と
か
ら
、
私
は
、
と
り
あ

－νA
V

ミ

ル
4
ょが

の
二
学
期
の
こ
と
で
あ
る
と
推
論
し
て
い
た
。

思
い
が
け
ず
、
京
大
教
養
学
部
に
残
さ
れ
て
い
る
有
坂
氏
の
記
録
i
学
籍

簿
を
み
る
こ
と
が
で
き
て
、
こ
の
問
題
に
決
若
を
つ
け
る
こ
と
が
で
き
た
。

一
学
期
、
授
業
日
数
出
、
欠
席
日
数
灯
。
授
業
日
数
山
田
は
、
期
末
試
験

日
を
含
ま
な
い
純
粋
の
授
業
日
数
で
あ
る
。
軽
度
の
結
核
な
ら
、
夏
休
み
約

二
ヶ
月
中
に
よ
く
な
る
こ
と
も
あ
る
が
、
一
一
年
二
学
期
欠
席
日
数
灯
の
う
ち

に
位
置
づ
け
る
の
が
最
も
穏
当
で
あ
る
。

-6-

年
の
二
学
期
に
結
核
、
再
三
学
期
に
神
経
衰
弱
の

一
つ
の
病
気
を
経
験

し
た
が
、
一
一
一
年
の
十
月
半
ば
か
ら
一
一
一

花
器

研
究
h

ノ
i
ト
4
冊
を
執
筆
す
る
。
「
ふ
ね
」
、
「
ふ
な
び
と
へ
「
あ
め
」
、
「
あ

日
ま
で
か
か
っ
て
『
語
勢
沿
革

ま
が
さ
」

の
よ
う
な
対
に
あ
ら
わ
れ
る
母
音
の
変
北
と
ア
ク
セ
ン
ト
と
の
開

に
関
係
が
あ
り
は
し
な
い
か
。
そ
れ
に
よ
っ
て
上
代
の
ア
ク
セ
ン
ト
を
復
原

で
き
な
い
か
と
考
え
た
。

ア
ク
セ
ン
ト
の
点
は
成
功
し
な
か
っ
た
、
が
、
き
由
r

間可申込白と

2
5諸
問
吋
急
措
の
点
か
ら
「
〈
幸
四
日
l
四
円
白
彦
三
O
コ
ノ
法
制
問
」
に
進
ん

だ
。
こ
の
「
〈
0
5
H
i
開可申仏三日
0
ロ
ノ
法
則
」
は
欠
点
の
あ
る
も
の
で
あ
っ
た
、
が
、

一
年
間
の
研
鐙
を
経
て
、
大
学
卒
業
寵
後
（
昭
和
六
年
五
月
）
に
警
い



た
「
臨
諾
に
あ
ら
は
れ
る
一
穫
の
母
音
交
容
に
つ
い
て
」
（
吋
雷
撃
の
研
究
第

昭
和
六
年
十
二
月
）
に
結
実
し
た
。
こ
れ
は
有
坂
秀
世
の
デ
ビ
ユ

i
作
で
あ
る
と
陪
時
に
、
生
援
を
通
じ
て
の
最
高
傑
作
で
あ
っ
た
。

大
学
卒
業
の
こ
と
に
つ
い
て

て
お
く
と
、
昭
和
六
年
三
月
一
一
一
十

目
、
東
京
帝
盟
大
学
文
学
部
一
言
語
学
科
を
卒
業
し
た
。
言
語
学
科
六
名
の
卒

業
生
中
に
は
池
田
徳
襲
、
大
嶋
功
、
服
部
四
郎
の
三
氏
が
含
ま
れ
て
い
る
。

昭
和
サ
六
年
七
刃
五
日
付

ゃ
に
発
記
入
と
し
て
こ
の

設
雰

一
一
一
氏
の
名
が
み
え
る
。
そ
の
う
ち
、
池
回
徳
露
氏
は
学
習
院
初
等
学
科
の
四

年
先
輩
で
あ
っ
た
。

『
一
音
替
の
研
究
第
即
日
輯
』
に
は

も
載
せ
ら
れ

ペコ
し、

て
い
る
。

つ
い
て
」
も
、
大
学
卒
業
直
後
の
こ
の
時
期
に

警
か
れ
た
と
忠
わ
れ
る
。
「
晋
替
の
認
識
に
つ
い
て
」
は
、
有
坂
氏
の
点
悶
額

論
分
野
に
お
け
る
最
初
の
著
作
で
あ
っ
た
。
こ
の

一
つ
の
論
文
が
と
も
に
『
一
音

替
の
研
究
第
W
輯
』
に
掲
載
さ
れ
た
こ
と
は
、
ま
こ
と
に
意
義
深
い
こ
と
で

あ
っ
た
。

こ
の
と
き
の
無
理
が
た
た
っ
て
か
、
結
核
が
再
発
し
、
八
月
二
十
四
日
に

は
、
紳
奈
何
懸
鎌
倉
郡
腰
越
町
に
あ
る
鈴
木
疲
養
所
に
入
所
す
る
。
昭
和
七

年
七
月
十
日
に
退
所
し
、
昭
和
八
年
七
刃
一
日
に
再
入
所
、
昭
和
十
年
十
月

末
退
所
。
こ
れ
は
鈴
木
病
読
に
残
さ
れ
て
い
る
記
録
そ
の
他
を
参
考
に
し
た

も
の
で
あ
る
。

湾
入
所
後
の
昭
和
八
年
後
半
に

孜
』
の

「
第
三
部

朝
時
代
に
於
け
る
圏
諸
の
醤
韻
組
織
に
つ
い
て
」
の
原
棋
の
ほ
と
ん
ど
一

0
0
0枚
（
一

を
常
一
羽
き
あ
げ
る
。

こ
の
関
に
重
要
な
論
文
も
発
表
さ
れ
た
。
「
古
事
記
に
於
け
る
そ
の
綴
名

の
用
法
に
つ
い
て
」
荷
額
語
と
関
文
翠
』
紹
和
七
年
十

バ
）
、
「
古
代
日
本

語
に
於
げ
る
一
忠
一
官
節
結
合
の
法
郎
」
（
『
盟
諸
と
韻
文
事
』
昭
和
九
年
一
月
）
は
、

「
関
語
に
あ
ら
は
れ
る
一
種
の

"'.) 

し、

を
発
展
さ
せ
た
も
の

で
、
古
代
5
本
語
に
も
母
音
調
和
〈
あ
る
い
は
、
母
音
諮
調
と
も
）

の
名
残

と
も
い
う
べ
き
段
階
が
存
夜
し
た
こ
と
を
明
ら
か
に
し
た
。

-7-

一
方
、
音
韻
論
調
係
の
研
究
は
、

に
は
じ
ま

つ
い
て
」

り

に
開
制
す
る
卑
見
」

昭
和
十
年
一
月
）

に
関
す
る
卑
見
畑
中
の
用
語
の

昭
和
十
年
五
月
）
、

）
1
（
七
ご
（
吋
コ
ト
パ
』
、
昭
和
十
年
十
一
月
i
昭

つ
い
て
（

和
十

月）、

研
究
第
羽
輯
』
、
昭
和
十
一

月
）
な
ど
を
経
て
、

と
な
っ
た
。
こ
れ
を
学
位
請
求
論
文

と
し
て
、
参
考
論
文
「
ア
ク
セ
ン
ト
の
型
の
本
質
に
つ
い
て
」

昭
和
十
六
年
四
月
）
抜
糊
を
添
え
て
昭
和
十
六
年
七
月
八
日
に
東
京
後
国
大

の
文
学
部
教
設
会
で
パ
ス
、

学
文
学
部
に
提
出
。
昭
和
十
八
年



日
付
で
文
学
博
士
の
学
位
を
授
与
さ
れ
た
。

漢
字
音
の
研
究
は
、
万
葉
仮
名
の
音
価
を
決
定
せ
ん
が
た
め

み
ら
れ
、
い
わ
ゆ
る
重
紐
論
（
有
坂
の
用
語
で
は

に
み
え
る
。
「
高
菜
綴
名
雑
考
」

十
年
七
月
）
、
「
漢
字
の
朝
鮮
晋
に
つ
い
て
（
下
）
」

日刀

) ; 
（十
郎

五
月
）
を
経
て
、
「
カ
l
ル
グ
レ
ン
氏
の
劫
一
音
説
を
許
す
（

昭
和
十
一
一
年
十

一
月
、
七
月
、

昭
和
十
四
年
七
月
）
に
お
い
て
専
論
さ
れ
た
。

（
四
）
」
に

お
い
て
凶
等
専
属
韻
夜
立
日
説
を
提
出
し
た
が
、
そ
の
た
め
論
震
が

葉
し
な

く
な
り
、

そ
の
部
分
は
、
論
文
集

の
研
究
』
（
明
批
堂
、
昭

和
十
九
年
七
月
）
に
お
い
て
修
正
さ
れ
て
い
る
。
中
古
中
国
語
音
に
－
N
W

（ 
品

目IJ

舌
的
）
、
・
M
M

（
中
舌
的
）
の
二
種
の
介
立
回
を
認
め
る
不
朽
の
卓
説
で
あ
っ
た
。

『
盟
諾
音
韻
史
の
暁
究
い
に
対
し
て
、
日
本
学
士
院
は
、
昭
和

自
の
総
会
に
お
い
て
、
学
士
院
賞
を
授
与
す
る
こ
と
に
決
定
し
た

が
、
残
念
な
が
ら
、
問
年
五
月
十
二
日
の
授
賞
式
を
待
た
ず
に
、
三
月
十
一
一

日
に
進
去
し
た
。
東
京
都
文
京
区
白
山
の
浄
土
宗
・
浄
一
一
一
一
同
競
心
光
寺
に
眠
る
。

有
坂
愛
彦
先
生
夫
人
｛
晶
子
氏
の
十
三
百
忌
を
前
に
し
て
、

七
月
二
十
五
日
（
日
）
、
書
き
終
る
。

；43A 
E
t
 

母
水
交
役
は
、
海
箪
士
宮
の
殺
路
間
出
体
で
、
兵
科
、
技
術
科
の
別
な
く
、
現

役
、
予
備
役
、
後
備
役
、
退
役
の
す
べ
て
を
含
む
。

明
治
十
五
年
に
横
須
賀
鎮
守
山
川
、
明
治
二
十

｛主
役

保
鋲
守
出
川
、
明
治
三
十
年
に
舞
鶴
要
港
部
が
で
き
た
。
明
治

日
月
に
、
舞
鶴
婆
港
部
は
舞
鶴
鎮
守
府
に
昇
格
し
、
こ
こ
に
様
鎖
、
呉
鎮
、

佐
銭
、
終
鎮
の
m
閉
鎖
が
そ
ろ
う
こ
と
に
な
る
。

③ 

父
の
こ
と
に
つ
い
て
す
こ
し
詳
し
く
の
べ
る
の
は
、
有
坂
秀
俊
を
閣
は
解

す
る
に
は
、
そ
の
父
銘
議
、
そ
の
母
敏
子
、
兄
遠
の
こ
と
を
知
ら
ね
ば
な

ら
な
い
と
考
え
る
か
ら
で
あ
る
。
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③ 

技
術
科
は
兵
科
に
対
し
て
い
う
。
兵
制
什
と
は
、
鍍
縁
を
動
か
す
権
限
、

つ
ま
り
、
家
令
大
権
を
も
つ
も
の
を
い
う
。

技
術
科
は
、
普
通

つ
ぎ
の
五
つ
を
い
う
。

機
関
科
、
窓
医
科
、
主
計
科
、
造
紛
科
、
造
兵
科
。

機
関
科
は
釜
焚
き
で
あ
る
。
海
軍
軍
医
の
中
に
は
陵
翠
筆
医
総
数
森
林

太
郎
ほ
ど
の
有
名
人
は
い
な
い
が
、
有
坂
氏
と
の
関
係
で
、
鈴
木
療
養
所

を
間
開
設
し
た
鈴
木
孝
之
幼
海
筆
家
産
総
監
が
知
ら
れ
る
こ
と
に
な
っ
て
く

れ
れ
ば
い
い
と
思
う
。

主
計
科
は
、
予
算
を
あ
っ
か
う
が
、
下
っ
端
は
飯
焚
き
で
あ
る
。
吋
海
軍
め



し
た
き
物
語
』
（
高
綴
孟
著
、
新
潟
校
）
と
い
う
本
が
あ
る
。
造
船
科
は
総

を
作
る
も
の
な
造
兵
科
は
兵
器
＆
作
る
も
の
で
あ
る
が
、
ま
ず
必
姿
と
さ

れ
た
も
の
は
、
家
緩
の
大
砲
で
あ
っ
た
。

⑤
銘
裁
氏
は
、
十

議
の
こ
ろ
か
ら
、
兄
の
季
五
氏
と
郊
外
の
遺
跡

め
ぐ
り
を
し
て
、
古
物
を
採
集
し
て
い
た
令
こ
の
と
き
、
大
学
に
も
古
物

採
集
を
し
て
い
る
坪
芥
五
五
郎
、
白
井
光
太
郎
両
氏
が
い
る
と
い
う
こ
と

で
、
義
口
ん
の
石
川
千
代
松
氏
に
つ
れ
ら
れ
て
、
東
京
大
学
の
察
に
坪
井
、

白
井
一
向
氏
を
た
ず
ね
た
。
翌
日

つ
れ
だ
っ
て
向
ケ
悶
の
良
塚
に
い
っ
た

と
こ
ろ
、
こ
の
土
器
を
発
見
し
た
の
で
あ
る
。
偶
然
の
よ
う
に
み
え
る
が
、

銀
藤
氏
は
前
年
に
向
ケ
絢
同
沢
一
塚
を
発
見
し
て
、

い
ろ
い
ろ
な
も
の
を
採
集

し
て
い
た
c

⑤ 

品
ナ
佼
論
文
審
査
ノ
姿
出
日

、
新
築
速
射
砲

本
論
ハ
滋
繁
用
ト
シ
テ
現
今
役
界
ニ
等
ラ
行
ハ
ル
、
所
ノ
「
ホ
ッ
チ
キ
ス
」

式
「
ノ
ル
デ
ン
」
式
等
ノ
迷
射
砲
ヨ
リ
モ
交
ニ
鐙
等
ナ
ル

議
ノ
新
式
速

射
砲
ヲ
案
山
山
シ
一
ア
之
カ
実
験
ト
理
論
ヲ
記
述
シ
タ
ル
モ
ノ
ナ
リ
市
シ
テ
兵

ノ
主
要
ナ
ル
点
ハ
足
後
開
問
機
ヲ
節
災
ニ
日
比
ツ
強
間

シ
テ
災

間
関
間
関
連
動
ヲ
単
純
一
一
足
ツ
迅
速
ナ
ラ
シ
メ
ル
タ
メ
ニ
ア
ジ
コ
ノ
結
果
ヲ
得

ン
ガ
為
メ
一
穏
ノ
m円
銭
形
ナ
ル

ネ
ヂ
」
ヲ
潟
井
一
ア
尚
之
ニ
新
案
ノ
峨
偽
造

ヲ
施
シ
タ
ル
ハ
砲
係
発
射
ノ
数
ヲ
場
加
シ
砲
身
ノ
議
後
一
ヲ
滋
少
シ
災
抵
抗

カ
ヲ
強
ク
シ
砲
弾
経
過
ノ
距
離
ヲ
長
ク
シ
級
制
作
ノ
速
度
ヲ
速
ク
シ
全
部
ノ

緩
動
ヲ
少
ク
ス
ル
コ
ト
等
著
大
ナ
ル
功
綴
ヲ
兇
ル
ヲ
得
タ
リ

右
論
文
ノ
外
ニ
答
者
ハ
自
働
発
射
数
指
示
器
ト
公
フ
者
ヲ
祭
出
シ
テ
之
ヲ

記
述
セ
ル
一
議
ヲ
提
出
セ
リ
兆
考
案
ハ
大
小
砲
発
放
ノ
数
ヲ
速
知
セ
ン
カ

為
メ
砲
身
退
却
ノ
運
動
ヲ
利
用
シ
之
一
一
計
数
務
ヲ
応
用
シ
タ
ル
者
ニ
シ
テ

戦
闘
及
ヒ
平
時
射
懇
ノ
際
ニ
在
リ
一
ア
有
益
ナ
ル
モ
ノ
ト
ス

以
上
ノ
事
項
ニ
終
日
ザ
務
省
ハ
工
学
博
士
ノ
資
格
ア
ル
モ
ノ
ト
認
定
ス

（
明
治
一
一
一
十
五
年
十

第
友
八
一
…

ouv

月
二
十
六
日
μ

後
半
部
分
の
「
出
回
働
発
射
数
指
示
即
ぎ
な
る
も
の
は
、
技
術
者
と
し
て
の

9-

ム
符
坂
銘
議
氏
の
腕
の
み
せ
ど
こ
ろ
。
か
つ
て
は
テ
ー
プ
レ
コ
ー
ダ
ー
に
テ

ー
ブ
・
カ
ウ
ン
タ
ー
と
い
う
も
の
が
つ
い
て
い
た
。
大
砲
の
テ

i
ブ
・
カ

ウ
ン
タ

i
と
い
う
と
こ
ろ
か
。

(]) 

「
呉
市
が
生
ん
だ
ニ
人
の
天
才
！
有
坂
秀
役
と
藤
井
治
水

i
」
、
昭
和
五

十
四
年
十

月
十

日
、
於
呉
市
民
会
館
G

③ 

昭
和
五
十
七
年
間
口
同
月
十
七
旬
、

大

γ
広
大
学
の

に
お
い
て
、
金

m
一
先
生
の
前
で
詳
し
く
説

明
し
た
。

③ 

後
に
初
等
科
と
改
称
さ
れ
る
が
、
こ
の
こ
ろ
は
初
等
学
科
で
あ
っ
た
む



学
習
院
の
一
年
生
で
も
、
生
徒
や
児
童
な
ど
で
は
な
く
、
…
人
前
の

生
い
で
あ
っ
た
。
先
生
も
教
諭
で
は
な
く
、
教
授
か
助
教
授
で
あ
っ
た
。

⑬
附
問
兄
、
愛
、
彦
、
よ
し
ひ
こ
と
読
む
。
愛
彦
氏
は
、

N
H
K
ラ
ジ
オ
放
滋

の
土
問
機
コ
ン
サ
ー
ト
を
按
当
し
て
、
軽
妙
な
名
品
開
削
除
殺
で
人
気
が
必
め
っ
た
む

人
々
は
「
ナ
ル
さ
ん
」
と
呼
ぴ
、
「
ラ
ヴ
さ
ん
い
と
呼
ん
だ
。
私
が
有
坂
兄

弟
に
つ
い
て
設
い
た
も
の
を
読
ん
で
、
中
国
語
学
会
の
先
議
、
故
松
本
一

男
氏
は
、
「
な
ん
だ
。
有
坂
秀
世
は
一
フ
ヴ
さ
ん
の
弟
か
。

と
い
っ
た
。

⑬
隣
館
後
は
寮
に
も
ど
っ
て
勉
強
す
る
。
藤
田
氏
に
よ
れ
ば
、
有
坂
氏
は

「
十
時
吋
き
っ
か
り
」
に
や
め
た
が
、
藤
間
氏
も
「
十
時
き
っ
か
り
」
に
や

め
た
の
だ
と
思
う
。

⑫
ノ
！
ト
は
肌
以
後
発
問
凡
さ
れ
て
、
司
語
勢
沿
革
研
究
』
（

昭
和

十
九
年
十
一
月
）
と
し
て
刊
行
さ
れ
た
。

有

坂

愛

彦

、

雲

暴

露

出

一

空

交

妻

役

関

問

料

き

泌

を

ま

1

・1
1

つL

（
三
省
堂
、
平
成
元
年
六
月
）

P
お
g
部
所
収
。

⑬ ⑧ 

向
山
の
池
田
氏
一
族
で
、
議
族
で
あ
っ
た
。

⑬
肌
以
後
に
発
見
さ
れ
て
、
昭
和
一
一
一
十
年
七
月
に
一
二
公
岡
山
込
よ
り
刊
行
。
成
設

時
期
は
、
昭
和
七
、
八
年
ご
ろ
と
さ
れ
る
。

⑬ 

れ
が
大
学
卒
業
論
文
の
題
留
で
あ
る
。

⑫
戸
川
芳
郎
東
大
文
学
部
長
の
読
査
で
判
明
。

年
六
月
二
十
六
日
土
曜
日
午
後

時
よ
り
、
名
古
屋
火
山
祭
文
や

て
問
問
的
附
さ
れ
た
名
中
出
口
島
大
向
学
中
間
割
務
総
研
文
向
学
舎
第
十
九
回
例
会
に
お
い
て
、

双
山
ぷ
抑
制
品
比
大
川
焦
点
制
保
管
教
授
慶
谷
務
倍
加
先
生
に
ご
講
演
頂
き
ま
し
た
主
同
級
学
者
有
隔
世
秀
役

の
生
波
』
の
市
内
容
を
、
関
脱
谷
先
生
自
ら
間
即
日
微
を
起
こ
し
注
釈
を
つ
け
る
労
を
と
っ
て
下
さ

り
、
こ
こ
に
終
淡
の
記
録
と
し
て
掲
絡
す
る
も
の
で
す
。
先
生
は
、
水
谷
官
民
成
先
生
お
ゆ

ず
号
本
と
も
い
う
べ
き
澄
口
閣
の
涼
綴
用
紙
に
支
穏
を
手
ず
か
ら
し
た
た
め
ら
れ
ま
し
た
。

昭
和
三
十
凶
年
一
一
一
月
名
古
口
城
大
学
文
学
部
文
学
科
中
国
文
学
専
攻
を
ご
卒
菜
、
の
ち
、
昭

和
利
一
一
一
十
九
年
間
間
同
月
よ
り
間
十
三
年
二
月
ま
で
問
中
国
文
学
の
幼
虫
干
を
務
め
ら
れ
、

mm
狗開閉

十
一
二
年
一
一
一
月
に
東
京
都
立
大
学
に
赴
任
さ
れ
た
後
も
、
紹
和
五
十
二
年
四
月
か
ら
五
十
銭
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年
一
一
一
月
ま
で
名
古
慶
大
学
文
学
部
非
常
勤
務
締
と
し
て
集
中
議
談
を
抱
滋
さ
れ
亥
し
た
。

昭
和
五
十
二
年
度
の
諮
談
窓
自
は
「
仏
教
文
化
と
中
国
語
学
」
、
昭
和
五
十
一
一
一
年
皮
の
講
義

開祖

g
は
「
中
古
点
日
後
説
」
で
し
た
。
先
生
は
、
昭
和
五
十
六
年
十

同
月
、
吋
中
間
関
級
学
』
惜
別

一
二
人
民
す
に
ぷ
初
史

i
石
塚
総
庭
か
ら
有
坂
秀
役
ま
で

i
」
を
発
表
さ
れ
て
よ
れ
ツ
以
来
、

有
坂
博
士
の
入
と
学
問
に
つ
い
て
綴
密
な
る
論
考
会
｝
発
表
し
続
け
、
平
成
二
十

年
九
月

五
日
、
明
有
坂
秀
俊
研
究

i
人
と
学
問
』
を
刊
行
さ
れ
ま
し
た
。
学
生
時
代
か
ら
点
目
綴
学

者
と
し
て
の
お
仕
事
に
私
淑
申
し
上
げ
、
先
生
の
お
話
を
伺
う
こ
と
の
で
き
る
機
会
を
切

望
し
て
お
り
ま
し
た
。
つ
い
に
念
綴
叶
い
ご
議
淡
頂
く
こ
と
が
で
き
、
五
一
械
を
煽
り
翁
集

に
掲
毅
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
こ
と
を
淡
く
感
剤
師
申
し
上
げ
ま
す
。
（
悶
同
付
加
代
子
〉


